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1980 年代に入ると TT は再び盛んになってくる。その要因としては、1960 年代から
1980 年代にかけて学級人数が減少したことが挙げられる。また、60 年代から 70 年代
にかけてオープンスペースの学校が多く建てられ、TT に適したグループ編制を実現す
ることが比較的容易になったこと、そして 80 年代以降、特に 90 年代に入ってからは、
コンピュータを中心とした個別学習機器の学校現場への導入が進んだことが挙げられ
る。 
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制が望ましい」(45)と述べられている。この考え方は、リーダーシップの強いトップダウンの


























































































































































































































































































































































































































































































(105)。清水ら（2004）は、12 年目の K 教師と３年目の Y 教師の実践事例を挙げ、先輩であ
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表１．先行研究の概要と研究上の課題 
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114-117 頁, 2008 年. 
(115)三浦和尚・河野サヨ・佐藤敦子・坂田知津江・福本恭子・澤田美和・宇高理浩:「保育
における教師間の連携の在り方―ティーム保育の方法を中心に―」,『愛媛大学教育実践総
合センター紀要』19, 11 頁, 2001 年. 
(116)柏木敦:「チーム・ティーチングの原理と課題」,『保育の実践と研究』5(1), スペース
























問紙の配布、記入、回収を依頼した。調査期間は、20XX 年８月 11 日～９月４日である。
質問紙の回収率は 56.3％（304 園配布、171 園回収）で、842 名分の調査用紙を回収した。
このうち、著しく回答に不備がある者を除く 160 園 668 名を分析対象とした（有効回答率
79.3％）。分析対象者の属性としては、回答者の性別が男性４％と女性 96％、年齢の平均が
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の教育目標（教育方針）」「2. 学級の教育目標」「3. 子ども一人一人の重点目標」「4. 対象
集団（学級・学年等）の実態」「5. 子ども一人一人の基礎情報（家庭環境・健康状態・アレ
第１章 第３節 
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ルギー等）」「6. 子ども一人一人の発達過程、特性、実態、課題」「7. 子ども一人一人に適
した援助」「8. 子ども一人一人の家庭での様子」「9. 保護者からの連絡事項」「10. 保育の
ねらい」「11. 保育の流れや時間配分」「12. 保育をする上での注意事項や配慮」「13. 保育



















筒を同封し、質問紙の配布、記入、回収を依頼した。調査期間は、20XX 年９月 17 日～９
月 30 日である。質問紙の回収率は 81.3％（16 園配布、13 園回収）で、115 名分の調査用
紙を回収し、それらを分析対象とした。分析対象者の属性としては、回答者の性別が男性
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表１．研究協力者の属性 
順 過去の職種 経歴（過去の勤務園等） 保育経験年数（年） 性別 
a 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 ・市教育委員会 38 女 
b 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 38 女 
c 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 ・特別支援のための幼児指導教室 40 女 
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表２．研究協力者の属性 
順 過去の職種 経歴（過去の勤務園等） 保育経験年数（年） 性別 
a 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 ・市教育委員会 38 女 
b 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 38 女 
c 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 ・特別支援のための幼児指導教室 40 女 
d 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 ・特別支援のための幼児指導教室 
・市教育委員会 
38 女 
e 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 ・市教育委員会 ・県教育庁指導課 38 女 
 
有する園長経験者５名（表２）を選出し、５名によるグループディスカッションを実施した。



































順 過去の職種 経歴（過去の勤務園等） 保育経験年数（年） 性別 
a 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 ・市教育委員会 38 女 
b 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 38 女 
c 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 ・特別支援のための幼児指導教室 40 女 
d 幼稚園教諭 ・公立幼稚園 ・特別支援のための幼児指導教室 
・市教育委員会 
38 女 


















調査対象園は、岡山県内にあるティーム保育を実践する O 幼稚園である。O 幼稚園は、
満３歳児１学級、３歳児３学級、４歳児４学級、５歳児４学級の園児 339 名（20XX 年 11


















順 役職 年齢 保育経験年数（年） 性別 
熟練教師 A 学年主任 39 17 女 
熟練教師 B 統括主任 40 19 女 
若手教師 C なし 22 ２ 女 
若手教師 D なし 27 ５ 女 
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継続的に O 幼稚園で勤務している。 
 熟練教師 A・B（17 年目，19 年目）、若手教師 D（５年目）、その他教師２名（23 年目，
１年目）の計５名が、１つのティームとして保育を行っていた（平均経験年数 13 年，標準




った（１～５年:５名、６～10 年:６名、11～15 年:１名、16～20 年:４名、21 年以上:６名）。 






年 11 月 17 日～19 日で、所要時間は計 240 分であった。 
（２）調査内容 
インタビューは、まず、熟練教師 A・B には「ティーム保育における若手教師の育成につ











































































































83-96 頁, 2018 年. 
(2)KHCoder（Ver.2.beta.26）は、http://khcoder.net/dl3.html よりダウンロードできる。 
(3)竹原卓真:『増補改訂 SPSS のススメ１ ２要因分散分析をすべてカバー』, 北大路書房, 













































































































図１～４では、０～100 点までを 10 点間隔で 11 本の棒グラフに分けてまとめ、全回答者
数に対する各棒グラフの人数の割合を、出現率としてグラフ上方に示した。また、点数の分
布を 11 分割した理由としては、調査対象者のほとんどが、０、10、50、100 というように、
０もしくは 10 の倍数で回答しており、11 種類に分類するのが自然だったためである。一方
で、５の倍数で回答されたものが少数あったため、１本の棒グラフは、例えば０～９点とい
うように点数の幅を含んで表示した。具体的に５の倍数の回答とは、５点（２名）、15 点（２



























私立ともに差異はなかった。図１に示す全 160 園のデータを、公立 141 園と私立 19 園の２
群に分けて表示したのが図２であるが、公立・私立の 11 本の棒グラフは類似している。図





















160 園, n=668 
第２章 第１節 
 































公立幼稚園(141 園, n=511) 





若手(1～5 年) 中堅(6～15 年) 熟練(16 年以上) 
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とする対応のない１要因の分散分析を行った結果、統計的に有意な主効果が認められた（F
































n=59 n=52 n=39 






























ら」,『日本教育心理学会総会発表論文集』45, 157 頁, 2003 年. 
(2)本節は、以下の論文を加筆・修正した。馬場訓子・髙橋慧:「幼稚園教諭から見たティー
ム保育の現状認識と課題」,『学校教育研究』31, 102-115 頁, 2016 年. 
(3)西山修:「幼児の人とかかわる力を育むための多次元保育者効力感尺度の作成」,『保育学
研究』44(2), 252 頁, 2006 年. 
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（22）／情報（22）／考える（21）／合う（21）／理解（20）／図る（19）    ※括弧内は出現回数 
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実施した。調査の協力者、方法、期間、倫理的配慮等に関する説明は、第１章第３節（本
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表２．ティーム保育の各形態に関する代表的回答 
























c 異年齢保育におけるティーム保育 ①３・４・５歳のなかよしチーム（異年齢チーム）による活動。 
d 行事や集会におけるティーム保育 ①行事で、担当を決め、進行をする人や補助をする人など役割を分担して行う。 












































































































































































































































































































































ィーチング事典』）, 教育出版, 12 頁, 2000 年. 
(2)新井「T.T.の方法原理」・前掲書(1), 12 頁. 
(3)松村和子:「ティーム保育を考える―保育のパラダイム変換を促す保育法―」,『文京学院
大学研究紀要』3(1), 17-18 頁, 2001 年. 
(4)本節は、以下の論文を加筆・修正した。馬場訓子・井山房子・古埜弘子・白神繁子・平松
由美子・守屋操・片山美香:「幼稚園教育におけるティーム保育の多様な形態と教育効果」,
『岡山大学教師教育開発センター紀要』8, 83-96 頁, 2018 年. 
(5)文部科学省:『幼稚園教育要領解説』, フレーベル館, 119 頁, 2018 年. 
(6)森上史朗/監修：『最新保育資料集』, ミネルヴァ書房, 43 頁, 2015 年. 
(7)小田豊:「幼児が育ち合う工夫の場としての「ティーム保育」」,『初等教育資料』758, 88-
89 頁, 2002 年. 
(8)文部科学省:「幼児教育振興アクションプログラム」, http://www.mext.go.jp/a_menu/sho 
tou/youchien/07121721/001.htm（2017/12/12 閲覧） 
(9)文部科学省:『幼稚園教育要領解説』, フレーベル館, 225 頁, 2008 年. 
(10)文部科学省:「特別支援教育を推進するための取組」, http://www.mext.go.jp/b_menu/ha 
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きな遊びの充実について―」,『西南女学院短期大学研究紀要』50, 48 頁, 2004 年. 
(13)新井郁男:「ティーム・ティーチングの実践③ティーム・ティーチング Q&A」,『児童心
理』47(10), 金子書房, 958 頁, 1993 年. 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































83-96 頁, 2018 年. 
(2)本節は、以下の論文を加筆・修正した。馬場訓子・守屋操・井山房子・古埜弘子・白神繁
子・平松由美子・髙橋慧・髙橋敏之：「幼稚園教育におけるティーム保育の多様な形態に見
る望ましい運営方法」,『くらしき作陽大学作陽音楽短期大学研究紀要』51(1), 1-17 頁, 2018
年. 
(3)馬場ほか・前掲書(1), 83-96 頁. 
(4)小田豊「幼児が育ち合う工夫の場としての｢ティーム保育｣」, 初等教育資料(758), 88-89 頁, 
2002 年. 
(5)松村和子:「ティーム保育を考える―保育のパラダイム変換を促す保育法―」,『文京学院
大学研究紀要』3(1) ,20 頁, 2001 年. 
(6)文部科学省『幼稚園教育要領』, フレーベル館, 22 頁, 2017 年. 
(7)向山陽子:「仲間と学びあう」(岸井勇雄・無藤隆・柴崎正行/監修, 榎沢良彦・上垣内伸
子/編『保育者論―共生へのまなざし―』), 同文書院, 76-77 頁, 2008 年.  



























































































































































































































































































- 128 - 
 
 教師は専門職として、絶えずその専門性の向上に努めなければならない。このことは、橋
































































































































































































































































































『くらしき作陽大学 作陽音楽短期大学 研究紀要』51(2), 2018 年. 
(2)文部科学省:『幼稚園教育要領解説』, フレーベル館, 49 頁, 2018 年. 
(3)橋本信子:「保育者の成長」（豊田和子/編『実践を創造する保育原理』）, みらい, 67 頁, 
2016 年. 
(4)文部科学省・前掲書(2), 49 頁.  






































































































／様子（21）                               ※括弧内は出現回数 
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の 15 項目を用いた本調査の内容を示す。 




実態、課題」「7. 子ども一人一人に適した援助」「8. 子ども一人一人の家庭での様子」「9. 保
護者からの連絡事項」 
［３］教師の保育実践に関する内容：「10. 保育のねらい」「11. 保育の流れや時間配分」「12. 





































































め、Greenhouse-Geisser のεによる修正から F 値を算出し、有意確率を判断したところ、
統計的に有意な主効果が認められた（共通理解の優先度：F（9.99, 5604.03）=74.82, p<.01，共通









































































































































































点の平均値と標準偏差を示す。累積分散説明率は 41.4％、Cronbach のα係数は 0.91 であ
る。以上から、教師間の共通理解は、単因子構造で説明できると考えられる。 
第４章 第３節 






因子 共通性 M SD
7 子ども一人一人に適した援助 .732 .535 5.21 .871
13 保育の内容や指導方法 .720 .519 5.04 .930
10 保育のねらい .720 .518 5.14 .949
14 保育の役割分担 .711 .505 5.18 .965
15 保育観の共有 .708 .501 4.90 1.051
12 保育をする上での注意事項や配慮 .706 .498 5.30 .929
6 子ども一人一人の発達過程、特性、実態、課題 .663 .440 5.46 .833
8 子ども一人一人の家庭での様子 .615 .378 4.88 .998
11 保育の流れや時間配分 .611 .373 5.30 .943
4 対象集団（学級・学年等）の実態 .597 .356 5.37 .845
3 子ども一人一人の重点目標 .592 .351 4.95 .955




.534 .285 5.82 .912
9 保護者からの連絡事項 .508 .258 5.44 .948
1 園の教育目標（教育方針） .471 .222 5.39 .990
項目
因子 共通性 M SD
10 保育のねらい .728 .526 5.76 .853
13 保育の内容や指導方法 .717 .654 5.57 .871
7 子ども一人一人に適した援助 .684 .659 6.03 .844
8 子ども一人一人の家庭での様子 .680 .530 5.34 1.013
6 子ども一人一人の発達過程、特性、実態、課題 .677 .649 6.14 .795
12 保育をする上での注意事項や配慮 .674 .613 5.75 .836
15 保育観の共有 .640 .457 5.43 1.037
14 保育の役割分担 .632 .587 5.48 .974
9 保護者からの連絡事項 .592 .367 5.88 .889
3 子ども一人一人の重点目標 .588 .557 5.71 .945




.552 .341 6.24 .848
2 学級の教育目標 .551 .848 5.53 .974
11 保育の流れや時間配分 .548 .444 5.59 .898
1 園の教育目標（教育方針） .473 .364 5.67 .997
項目
第４章 第３節 





































































平均値 48.0 57.6 61.9














平均値 54.8 67.4 69.9



















(1)柳井晴夫・緒方裕光/編:『SPSS による統計データ解析』, 現代数学社, 230 頁, 2006 年. 






























































































































































































































































 若手教師 C は、ティームに期待する人員配置と指示系統を、「上の先生が、スケジュール
を決めるとか予定を決めたり、下の先生は色々準備をしたりするのが良いと思います（㉑）」 
第４章 第４節 































手教師 C や熟練教師 B の語りは、リーダーシップの発信者を「上の先生」である熟練教師
第４章 第４節 
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考える余地を残すような状況として意味付けられていた。 

























































































































































51(1), 109 頁, 2013 年. 
(2)黒須あゆみ・越良子:「教師間の協働的関係構築における日常的コミュニケーションの有
用性」,『学校教育研究』25, 83 頁, 2010 年. 
(3)山口裕幸:『チームワークの心理学 よりよい集団づくりをめざして』, サイエンス社, 20
頁, 2008 年. 
(4)山口・前掲書(3), 120 頁. 
(5)岸千夏:「ティーム保育における教師間の役割構造―補助的教師の「働き」を規定するも
の―」,『聖心女子大学大学院論集』33(1), 57 頁, 2011 年. 
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多い（20）／認める（20）／たくさん（19）／学級（19）／可能（19）    ※括弧内は出現回数 
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(1)文部科学省:『幼稚園教育要領解説』, フレーベル館, 119-120 頁, 2018 年. 
(2)文部科学省・前掲書(1), 120 頁. 
(3)文部科学省・前掲書(1), 168 頁. 
(4)文部科学省・前掲書(1), 168 頁. 
(5)文部科学省・前掲書(1), 167 頁. 
(6)文部科学省・前掲書(1), 175 頁. 
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率は、30 歳未満の若手教師の割合が、全体の 47.4％を占めている。一方で、勤務年数が 10
年を超え、いわゆる中堅と呼ばれる世代の教師の割合は、30 代が全体の 19.5％、40 代が全
体の 14.1％である。両者を合わせても 33.6％に過ぎず、中堅世代の割合の低さが認められ
る。また、教師の平均年齢は 35.9 歳であり、小学校や中学校等の他学校に比べると 10 歳程
度若い。さらに、公私別の内訳を見ると、国立園で 41.5 歳、公立園で 41.6 歳、私立園で
第５章 第２節 






























































































































(1)文部科学省:『幼稚園教育要領』, フレーベル館, 5 頁, 2017 年. 
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年. 
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■まず あなたご自身のことについてお答えください（以下 選択肢は最も当てはまる数字に○） 
●性別 ： 1.  男   2.  女      ●年齢：（     ）歳 
●保育経験年数：（      ）年目   ●役職：（              ） 
●勤務園： 1.  公立幼稚園  2.  私立幼稚園  3.  公立認定こども園  4.  私立認定こども園 
●雇用形態：1.  正規     2.  パート    3.  臨時   4.  その他（              ） 
●担当学級：（     ）歳児  1.  担任  2.  副担任  3.  フリー  4.  その他（         ） 
 
１. 次の文に続けて 思い浮かんだことを自由にお書きください 
 
あなた自身の他教師と協働する能力は？    （       ）点 ※0～100 点で記入 
あなた自身のこれまでのティーム保育経験度は？（       ）点 ※0～100 点で記入 
 
ティーム保育とは                                                 
                                                          
 
私の考えるティーム保育に不可欠な条件は                                     
                                                          
 
 
３.  0～100 までの得点で自己評価し ご記入ください 
２．あなたの園では どのような形態のティーム保育が行われていますか？ あなたが認識する範囲で 簡単に教えてください 
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ご自身のありのままのお気持ちを、遠慮なさらず率直にお答えくださいますようお願いいたします。ご協力のほどよろしくお願いいたします。                   
岡山大学大学院教育学研究科 髙橋敏之  くらしき作陽大学 馬場訓子・髙橋 慧 
 
■まず あなたご自身のことについてお答えください（以下 選択肢は最も当てはまる数字に○） 
性 別： 1.  男       2.  女        年齢：（     ）歳    
保育経験年数：（      ）年目          役職：（         ） 
勤務園： 1.  公立幼稚園 2.  私立幼稚園 3.  公立認定こども園  4.  私立認定こども園 
雇用形態：1.  正規    2.  パート   3.  臨時   4.  その他（            ） 
担当学級 ：（      ）歳児  
1.  担任    2.  副担任   3.  フリー  4.  その他（            ） 
 
1.  あなたの勤務園は ティーム保育の実践園としてどの程度あてはまりますか？ 
 
7     6     5     4     3     2     1 
 























6.  ティーム保育を実践する上で「ティーム内の保育者で共通理解すべきこと」を 思いつくまま挙げてください 
  ・ 
  ・ 
  ・ 
※ウラへ→ 
非常にあてはまる ← → 全くあてはまらない 
あなたの現在のティーム保育の実践度は？ （       ）点 ※0～100 点で記入 
あなたのこれまでのティーム保育経験度は？（       ）点 ※0～100 点で記入 
あなたの他教師と協働する能力は？    （       ）点 ※0～100 点で記入 
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7.  ティーム内の保育者で協働する際に大切なことを 思いつくまま挙げてください 
  ・ 
  ・ 
  ・ 
 
8. 次の文に続けて 思い浮かんだことを自由にお書きください 
 
ティーム保育とは                                             
                                                       
 
私は ティーム保育                                             
                                                               
 
私の考えるティーム保育に不可欠な条件は                                  
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